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表紙解説

三層をなす円の重なりは、遺跡が活動の場であった過去とその後の履歴、
現在を示す。また、過去・現在・未来といった遺跡がたどる積層した時
間軸をも示す。上に行くほど大きくなるのは、遺跡の研究や保存・整備・
活用などの諸活動が波紋のように広がることを示し、上下に延びる直線
は過去から未来を照射する光をイメージした。


